
◆	 研究概要

 　当研究室では, 日常の医療現場で生じる多様な薬物治療上の問題に対し, 主として薬物動態学的アプロー

チから原因解明や解決を図る臨床薬学研究に取り組んでいます. より具体的には, 1) 臨床試験, 2) Modeling & 
Simulation等に基づく体内動態や薬効の予測, 3)薬物治療を支える科学的エビデンス創出を目的とする基礎研究, 
などを行っています. また, 地域で働く薬剤師の日常業務や研究活動を支援するため, 薬剤師実践力を強化養成す

る卒後教育プログラムの開発や学び直しを目的としたリカレントプログラムなど, 薬学教育学研究にも取り組ん

でいます.
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◆	 学会報告
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1) 田口雅登. 富山大学薬学部リカレントプログラム2022　第1回TDMの基本概念; 2022 Mar 29; オンライン.
2) 田口雅登. 富山大学薬学部リカレントプログラム2022　第2回体内分布と臓器クリアランス; 2022 Apr 19; オンラ
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